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カレンダ情報の整理に関する提案

吉井 英人1 乃村 能成1 谷口 秀夫1

概要：我々は，これまでに，整理されたカレンダ情報とは何かについて論じ，これを扱うモデルを提案し
た．整理されたカレンダ情報は，将来の計画立案や仕事の引継ぎに有用である．従来のシステムでは，イ
ンタフェースとして，紙のカレンダを模した形態をとっているため，これによるカレンダ情報の整理は難
しい．本稿では，まず，情報整理の際のカレンダインタフェースの問題について述べる．次に，このカレ
ンダインタフェースの問題に対処する方法として，Inboxによる整理手法を提案する．Inboxによる整理
手法では，発生日時に依存しない方法で予定を一覧表示したり，整理されていない予定のみを表示したり
することで，カレンダ情報の整理を支援できることを示す．

1. はじめに
我々が将来の予定について計画するとき，過去のカレン
ダを参照することが多い．なぜなら，多くの作業は，ある
程度決まった周期性と関連性に基づいて発生しているから
である．例えば，昨年の行事に関する予定を確認し，今年
のおおよその実施時期を検討したり，昨年の当該行事の周
辺に関連する行事があったか確認したりすることがある．
このように，カレンダ情報は将来の計画立案や仕事の引継
ぎに有用であるといえる．
情報は，収集した後に整理してはじめて有効活用が可能
であり，カレンダ情報も例外ではない．しかし，カレンダ
情報においては，収集後の整理が適切にされているとはい
いがたい．
我々は，これまでに，整理されたカレンダ情報とは何か
について論じ，それを表現する手段として作業の曖昧な周
期性と作業間の関連性を扱うモデルを提案した．また，こ
のモデルを利用した具体的なユーザ支援の方法として作業
発生の規則性を扱うカレンダシステムを提案した [1]．提
案システムは，過去の予定の周期性や関連性を利用して将
来の予定を予測し提案する機能を実現している．
しかし，カレンダに登録済みの既存の予定に対して後か
ら周期性，関連性の情報を付与することは難しい．つまり，
カレンダ情報収集後の整理作業をどう効率化するかについ
ては，考慮されていない．そこで本稿では，カレンダ情報
収集後の整理作業の効率化について述べる．
情報整理については，カレンダ情報に限らず様々な手法
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が提案されている．例えば，ファイルの整理においては，
ファイルの内容どうしの類似性を計算し，ファイル間の関
連性として提示する方式 [2]や，参照，編集といったユー
ザのファイル操作履歴から関連性を求めるもの [3], [4]があ
る．また，文書のキーワードを抽出し，タグ付けすること
で整理を行う手法 [5]や，人の興味を基準として情報を整
理する手法 [6]もある．その他，情報は，内容ではなく参
照の時刻で時系列に並べて提示する方法論 [7]や，収集と
整理（レビュー）を明確に分離し，各作業を単純化するこ
とで収集と整理の漏れを防ぐ方式 [8]もある．
カレンダ情報においては，そもそも整理するという概念
やその操作が一般的でないことが問題だといえるが，既存
ツールを見た場合でも，時系列以外での参照方式がないこ
とも整理の妨げになっているといえる．
そこで，本稿では，カレンダ情報を時系列とは異なる軸
で整理し，我々が提案した周期性と関連性のモデルに基づ
く情報を既存のカレンダ情報に効率的に付与する方法に
ついて述べる．具体的には，TODO管理でよく用いられ
る GTD 方式をカレンダ情報に応用し，整理の作業を支援
する．
以降では，まずはじめに，作業発生の規則性を扱うカレ
ンダシステムの課題と有用性について述べる．次に，カレ
ンダインタフェースを用いた周期性，関連性の付与とその
際の問題について述べる．さらに，周期性，関連性の付与
を支援する方法について述べる．

2. 作業発生の規則性とその有用性
2.1 作業発生の規則性
我々は，作業発生の周期性と関連性を表現する作業発生

1ⓒ 2013 Information Processing Society of Japan

Vol.2013-DPS-156 No.4
Vol.2013-GN-89 No.4
Vol.2013-EIP-61 No.4

2013/9/11



情報処理学会研究報告
IPSJ SIG Technical Report

第1回会議関連

䛾 

会議関連䛾 

Mission 

Job 

第1回会議 会場準備 会議通知 議録送付 

Task Task Task Task 

第2回会議関連

䛾 

Mission 

第2回会議 会場準備 会議通知 議録送付 

Task Task Task Task 

会議通知 会場準備 会議 議録送付 

Recurrence Recurrence Recurrence Recurrence 

図 1 作業発生の規則性を適用した例

の規則性というモデルを提案した [1]．作業発生の規則性
は，作業間の関係を集合の包含関係で定義している．以下
に概要を述べる．
タスク (Task): タスクとは，作業を扱う最小の単位であ
る．タスクは開始時刻と終了時刻を持ち，この間で連
続的に行われる作業を表現する．

リカーレンス (Recurrence): リカーレンスはタスクを
要素とする集合である．リカーレンスは繰り返し発生
している同様のタスクを 1つの集合とする．

ミッション (Mission): ミッションはタスクまたはミッ
ションを要素とする集合である．ミッションは関連す
る複数のタスクまたはミッションを 1つの集合とする．

ジョブ (Job): ジョブはミッションを要素とする集合で
ある．繰り返し発生している同様のミッションを 1つ
の集合とする．
図 1は，定例会議の例に本モデルを適用したものであ
る．まず，「会議通知」，「会場準備」，「第 1回会議」，及び
「議事録送付」はタスクとする．次に，関連して発生するこ
れらのタスクを要素とするミッション「第 1回会議関連の
仕事」を定義する．同様に，「第 2回会議関連の仕事」を
定義する．さらに，周期的に発生する各「会議通知」や各
「会場準備」を要素とするリカーレンス「会議通知」，「会
場準備」，「会議」，及び「議事録送付」を定義する．そし
て，ミッション「第 1回会議関連の仕事」と「第 2回会議
関連の仕事」を要素とするジョブ「会議関連の仕事」を定
義する．
作業発生の規則性において，カレンダ情報とは主にタス
クを指し，通常のカレンダに記入する予定に相当する．カ
レンダ情報の整理とは，予定に周期性と関連性を付与する
ことであり，タスクの集合からリカーレンス，ミッション
を作成することである．つまり，カレンダ情報の整理とは，
上記のモデル関係を作成することである．

2.2 周期性と関連性の継承
リカーレンスを構成するタスクは，時系列に並べた時に
ある程度決まった周期性を持っていると考えられる．この
周期性は，リカーレンス内の最後に発生したタスクと将来
発生するタスクの間にも適用できると考えられる．これを
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図 2 周期性の継承に基づいたタスク推測の例
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図 3 関連性の継承に基づいたタスク推測の例

周期性の継承と呼ぶ．
図 2は，周期性の継承に基づいたタスク推測の例であ
る．リカーレンス「会議」では，「第 1回会議」と「第 2回
会議」の発生から次に発生する「第 3回会議」を推測して
いる．同様に，他の 3つのリカーレンスにおいても，次の
タスク発生を推測している．これらの次のタスクの発生日
時は，リカーレンス内の周期性の継承によって推測される．
つまり，周期性の継承を用いることで，将来のタスク発生
を予測できる [9]．
また，繰り返し発生するタスクは，関連して発生するタ
スクもある程度決まっていると考えられる．この関連性
は，将来発生するタスクにも適用できると考えられる．こ
れを関連性の継承と呼ぶ．
図 3は，関連性の継承に基づいたタスク推測の例であ
る．図 3では，先行する 2つのミッションから関連性の継
承により，次に発生するミッションとタスクを推測する．

2.3 作業発生の規則性を扱うカレンダシステム
我々は，作業の規則性を扱うカレンダシステムを提案，
実装した [1]．提案システムは，将来の計画立案や仕事の引
継ぎに有用である．提案システムは，以下の 3つの特徴を
持つ．
(特徴 1) 過去のタスクを参照しながら複製するタスク登録
方式
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具体的には，1年前の同月付近のタスクを参照しなが
ら，簡便な複製操作で当月のタスクを作成する登録方
式を指す．この操作により登録されたタスクは，複製
元のタスクと同じリカーレンスとして登録されるた
め，リカーレンス整理の手間が軽減される．

(特徴 2) 周期性の継承によるタスクの予報機能
本機能は，2.2 節で示した周期性の継承に基づいて，
近い将来発生しうるタスクを予測して提示する機能で
ある．

(特徴 3) 関連性の継承による関連タスクの一括登録機能
ミッションの情報を利用して，ミッションに属する全
タスクを将来の予定として複製して登録する機能であ
る．複製された全タスクは，複製元を雛型とした新た
なミッションを構成するので，ユーザがミッションを
整理する際の手間が軽減される．
これらの特徴により，タスク登録の際のリカーレンス，
ミッションの作成を支援できる．

2.4 作業発生の規則性を扱うカレンダシステムの課題
2.4.1 課題
作業発生の規則性を扱うカレンダシステムの課題とし
て，以下の 3つがある．
(課題 1) リカーレンスとミッションの状態を確認する機能
の実現
前節で示した提案システムは，リカーレンスとミッ
ションの状態を俯瞰的に見せる機能を持っていない．
具体的には，既存のリカーレンスとミッションの一覧，
リカーレンスとミッション内のタスク一覧や各タスク
の作業時期といった情報を統一的に確認するインタ
フェースがない．リカーレンスやミッションといった
関係をユーザが確認し，仕事同士の関連性を理解した
り，仕事の分類について再検討する作業は，いわゆる
「ふりかえり」と呼ばれ，計画立案や仕事の引継ぎ作
業においてしばしば必要とされる．このため，リカー
レンスとミッションの状態を確認するインタフェース
が必要である．

(課題 2) 他のシステムとの連携
カレンダ情報は，将来の計画立案や仕事の引継ぎに有
用である．しかし，仕事の引継ぎでは，カレンダ情報
だけではなく，作業に関連したメールやファイルの情
報を知りたいという要求がある．メールシステムや作
業時に参照していたWebページや書類を記録するツー
ル [10], [11]がある．これらのシステムと連携し，関連
するメールや関連するファイルをタスクやミッション
と関連づけることができれば，ミッションやミッショ
ン内の各タスクに関して，どのようなメールを送信し
たか，どのようなファイルを参照したかがわかる．こ
のため，他のシステムとの連携が必要である．
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図 4 ミッションの視覚化の例

上記の（課題 1），（課題 2）は，リカーレンスとミッショ
ンが作成されていることが前提である．提案システムにお
いて，リカーレンスとミッションの作成支援は十分である
とはいえない．このため，以下も課題の 1つである．
(課題 3) リカーレンスとミッションの作成支援
提案システムでは，前節で述べた 3つの特徴を用いて，
リカーレンスとミッションの作成を支援できる．しか
し，これらの特徴を用いたリカーレンスとミッション
の作成は，あくまで新規のタスクを登録する際にリ
カーレンスとミッションの情報を付与するもので，カ
レンダに登録済みの既存のタスクに対しては考慮され
ていない．このため，既にカレンダに登録されている
タスクに対して後からリカーレンスとミッションの情
報を付与したり，誤って付与された情報を見直す作業
を考慮した支援が必要である．

2.4.2 有用性
前項で述べた 3 つの課題が解決された場合の提案シス
テムの有用性について述べる．ここでは，仕事の引継ぎで
の有用性について述べる．仕事を引継いだ直後は，その仕
事に関して何をすればよいか分からないことがある．この
際，引継いだ仕事に関して，どれくらいの作業があるか，
作業がいつ行われるか，どのようなメールやファイルが必
要かといった仕事の概要を把握できると有用である．作業
間の関連性の視覚化，つまりミッションの視覚化により，
仕事の概要把握を支援できる．ミッションを視覚化した例
を図 4に示す．図 4は，「忘年会関連の仕事」というミッ
ションを視覚的に表示したものである．ここでは，ミッ
ション名，ミッションの期間，ミッション内のタスクの総
作業時間，ミッションの作業時間のグラフ，及び関連メー
ルと関連ファイルを表示している．作業時間のグラフは，
横軸を 1週間ごとの日付，縦軸を 1週間ごとの作業時間と
し，1週間単位で作業がいつ，どのくらい行われたかを示
す．また，ミッションの詳細として，ミッション内のタス
クの情報を表示している．具体的には，各タスクの名前，
開始日付，作業時間，作業時間のグラフ，及び関連メール
と関連ファイルを表示している．
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図 5 ボトムアップとトップダウンによるミッションの作成

図 4のようにミッションを視覚的に表示することで，以
下のことがわかる．
( 1 )「忘年会関連の仕事」には，「出欠確認」，「店の予約」，
「忘年会通知」，「会場準備」，及び「忘年会」の 5つの
タスクがある．

( 2 )「忘年会関連の仕事」は，2012年 11月 1日から 2012

年 12月 21日の間で行われる．
( 3 )「忘年会関連の仕事」の総作業時間は 7.5時間である．
( 4 ) 11月のはじめ，12月のはじめ，12月末に作業がある．
( 5 )「出欠確認」は関連メールを持ち，「忘年会通知」は関
連メール，関連ファイルを持つ．

3. カレンダ情報の整理における課題
3.1 概要

2.4.1項で述べた課題の内，本稿では，（課題 3）のリカー
レンスとミッションの作成支援について述べる．ここでい
うカレンダ情報の整理とは，2.1節で述べたように，カレ
ンダ情報に周期性，関連性の情報を付与すること，すなわ
ちタスクの集合からリカーレンスとミッションを作成する
ことである．カレンダインタフェースでは，周期性，関連
性を把握しづらく，リカーレンスとミッションの作成が難
しい．以降では，この問題の詳細について述べる．具体的
には，まず，カレンダインタフェースを用いたリカーレン
スとミッションの作成について述べる．次に，リカーレン
スとミッションの作成の際のカレンダインタフェースの問
題点を明確にする．

3.2 カレンダ情報の性質とその整理法
情報整理の方式には，ボトムアップ方式とトップダウン
方式がある．ボトムアップ方式は，情報収集後に情報を分
類する方式である．カレンダ情報の整理におけるボトム
アップ方式は，カレンダに登録済みの予定に後から周期性
と関連性の情報を付与する方式である．つまり，カレンダ
に登録済みのタスクに対して後からリカーレンスとミッ
ションを作成する方式である．図 5左に，ボトムアップ方

式の場合におけるミッション作成の例を示す．図 5では，
「忘年会関連の仕事」というミッションを作成する例を示し
ている．カレンダに登録済みのタスクから，「出欠確認」，
「店の予約」，「忘年会通知」，「会場準備」，及び「忘年会」
を関連して発生するものとして見つける．これらのタスク
は，忘年会に関連する作業であるため，これらのタスクを
要素とするミッション「忘年会関連の仕事」を作成する．
トップダウン方式は，はじめに情報整理の基準を明確に
し，情報を収集しつつ，情報を分類する方式である．カレ
ンダ情報の整理におけるトップダウン方式は，はじめに周
期性と関連性の情報を明確にし，カレンダに予定を登録し
つつ，周期性と関連性の情報を付与する方式である．つま
り，はじめに空のリカーレンス，ミッションを作成し，タ
スクを登録する際にタスクを適切なリカーレンス，ミッ
ションの要素として登録する方式である．図 5右に，トッ
プダウン方式の場合におけるミッション作成の例を示す．
まず，「忘年会関連の仕事」という空のミッションを作成す
る．忘年会に関するタスクを登録する際に，「忘年会関連
の仕事」の要素として登録する．ここでは，「出欠確認」，
「店の予約」，「忘年会通知」，「会場準備」，及び「忘年会」
を「忘年会関連の仕事」の要素として登録する．
カレンダ情報の整理は，通常ボトムアップ方式にならざ
るを得ない．なぜならカレンダに予定を登録する際，その
予定が周期的に発生するかや他の予定と関連しているか
は意識しないからである．つまり，タスクを登録する時点
では，周期性と関連性の情報は付与されず，リカーレンス
とミッションは作成されない．このため，カレンダ情報の
整理では，カレンダに登録済みのタスクに対して，後から
リカーレンスとミッションを作成する作業，つまりボトム
アップ方式に則した支援が必要とされる．
ボトムアップ方式を用いる情報整理の手法として，タスク

（TODO）管理の手法の 1つである GTD[8]がある．GTD

では，TODOを収集し，収集した TODOをレビューする
ことで整理を行う．レビューとは，収集したTODOを見直
し，適切に分類することである．GTDでは，レビューが重
要視されており，これを定期的に行うこと（週次レビュー）
により，TODOをうまく整理できる．つまり，GTDのよ
うなボトムアップ方式で整理を行う場合には，レビュー作
業の効率化支援が不可欠であるといえる．
カレンダ情報の整理において，収集は日々カレンダにタ
スクを登録する作業にあたり，レビューはカレンダに登録
済みのタスクに対して，後からリカーレンスとミッション
を作成する作業にあたる．カレンダ情報の整理もボトム
アップ方式で行うため，カレンダ情報の整理に関しても
GTDと同様にレビュー支援が不可欠である．
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図 6 リカーレンスとミッションの作成例

3.3 カレンダインタフェースを用いた整理手順
3.3.1 カレンダインタフェース
カレンダインタフェースは，特定の期間の予定を時系列
に表示するビューを持つ．このカレンダのビューでは，カ
レンダに登録済みの予定を表示する．例えば，月表示の
ビューでは，月初めから月終わりまでの登録済みの予定を
時系列に表示する．提案システムもこのようなビューを持
つ．カレンダインタフェースは，かならずしも情報整理の
作業に適していない．この問題については，次節で詳しく
述べるが，ここでは，カレンダインタフェースを用いて，
カレンダ情報を整理する場合の操作手順について確認して
おく．具体的には，カレンダのビューに表示されているタ
スクから，周期性と関連性を見つけ，リカーレンスとミッ
ションを作成する手順について述べる．
3.3.2 リカーレンスの作成
カレンダインタフェースを用いたリカーレンスの作成
は，以下の手順で行う．
( 1 ) カレンダのビューに表示されているタスクから周期的
に発生しているものを見つける．

( 2 ) 周期的に発生しているタスクを要素としたリカーレン
スを作成する．
図 6にリカーレンスを作成する例を示す．図 6では，カ
レンダのビューに複数のタスクを表示している．カレンダ
のビューに表示されているタスクの中から周期的に発生し
ているものを見つける．ここでは，「第 1回会議」と「第
2回会議」を周期的に発生するタスクとして見つける．次
に，これらのタスクを要素とする「会議」というリカーレ
ンスを作成する．
3.3.3 ミッションの作成
カレンダインタフェースを用いたミッションの作成は，
以下の手順で行う．
( 1 ) カレンダのビューに表示されているタスクから関連し
て発生しているものを見つける．

( 2 ) 関連して発生しているタスクを要素としたミッション
を作成する．
図 6 にミッションを作成する例を示す．カレンダの
ビューに表示されているタスクの中から関連して発生して
いるものを見つける．ここでは，「会議通知」，「会場準備」，
「第 1回会議」，及び「議事録送付」を関連して発生するタ
スクとして見つける．次に，これらのタスクを要素とする
「第 1回会議関連の仕事」というミッションを作成する．

3.4 問題点
3.4.1 概要

3.2節で述べたように，カレンダ情報の整理は，ボトム
アップ方式にならざるを得ない．また，ボトムアップ方式
で整理を行う場合は，レビューが重要である．しかし，カ
レンダインタフェースではレビューが難しい．具体的には，
特定の期間の予定を時系列で表示するカレンダのビューで
は，周期性，関連性を把握しづらく，レビューには不向き
である．なぜなら，カレンダのビューには，以下の 2つの
問題があるためである．
問題 1: タスクの表示範囲と順序が日付に依存する
問題 2: 整理済みとそうでないタスクを区別できない
以降で，それぞれの問題について詳しく述べる．

3.4.2 問題 1:タスクの表示範囲と順序が日付に依存する
カレンダのビューでは，特定の期間のタスクを時系列に
表示する．たとえば，月表示のビューでは，月初めから月
終わりまでのタスクを表示する．別の月のタスクは表示さ
れず，別の月のタスクを確認したい場合は，表示月を切り
替える必要がある．つまり，タスクの表示範囲が日付に依
存し，期間外のタスクは表示されない．このため，カレン
ダのビューでは，周期性，関連性を把握しづらい．忘年会
の作業の関連性を見つける場合を例として述べる．忘年会
の作業は，11月から 12月にかけて行われる．「出欠確認」，
「店の予約」は 11月のタスクであるため，11月のカレンダ
に表示される．また，「忘年会通知」，「会場準備」，及び「忘
年会」は 12月のタスクであるため，12月のカレンダに表
示される．11月のカレンダを表示している際は，12月の
タスクである「忘年会通知」，「会場準備」，及び「忘年会」
は表示されず，その存在を把握できない．また，12月のカ
レンダを表示している際は，11月のタスクである「出欠
確認」，「店の予約」は表示されず，その存在を把握できな
い．このように，タスクの表示範囲が日付に依存するため，
タスク間の関連性が把握しづらい．周期性についても同様
である．また，表示順序に関しても，タスクの発生順であ
り，タスクの日付に依存した表示方式である．レビューの
際は，タスクの発生順ではなく，登録順やタイトルの類似
順などの表示順が有用だといえるが，そのような表示方式
はない．
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3.4.3 問題 2:整理済みとそうでないタスクを区別できない
カレンダのビューでは，周期性を持つタスク，関連性を持
つタスク，及びどちらも持たないタスクが同じように表示
される．周期性を持つタスクと関連性を持つタスクは，整
理済みのタスクである．また，どちらも持たないタスクの
中には，周期性と関連性を持たないと判断済みのタスクが
あり，これも整理済みのタスクである．カレンダのビュー
では，整理済みとそうでないタスクが同じように表示され
るため，整理済みとそうでないタスクが区別できず，周期
性，関連性を把握しづらい．例えば，リカーレンス「会議」
の要素である「第 1回会議」，ミッション「忘年会関連の
仕事」の要素である「忘年会」，及びリカーレンスとミッ
ションの要素でない「講演会」があるとする．リカーレン
スの要素である「第 1回会議」は，他のリカーレンスの要
素にはならない．また，ミッションの要素である「忘年会」
は，他のミッションの要素にはならない．このため，既に
リカーレンス，ミッションの要素であるこれらのタスクは，
整理済みのタスクである．また，リカーレンスとミッショ
ンの要素でない「講演会」は，リカーレンスとミッション
の要素にならないと判断済みである場合，整理済みのタス
クである．カレンダのビューでは，リカーレンスの要素で
ある「第 1回会議」，ミッションの要素である「忘年会」，
及びリカーレンスとミッションの要素にならないと判断済
みである「講演会」は，他のタスクと同じように表示され
る．つまり，整理済みのタスクとそうでないタスクが同じ
ように表示される．このため，レビューの際，整理済みの
タスクとそうでないタスクを区別できず，常にすべてのタ
スクが対象となるため，周期性と関連性を把握しづらい．

4. Inboxによるカレンダ情報の整理
4.1 方針

3.4節で述べた 2つの問題により，カレンダインタフェー
スでは，レビューが難しい．そこで，カレンダ情報のレ
ビューを支援する方法を提案する．具体的には，カレンダ
情報を時系列とは異なる軸で整理し，リカーレンスとミッ
ションの作成を支援する方法について述べる．

3.4節で述べた問題に対処するために，以下の条件を満
たす必要がある．
( 1 ) 発生日時に依存しない方法でタスクを一覧表示できる
( 2 ) 整理済みとそうでないタスクを区別できる
上記の条件を満たす整理方法として，Inboxによる整理
手法を提案する．これは，GTDの方式をカレンダ情報に
応用したものである．Inboxによる整理手法については，
次節で詳しく述べる．

4.2 Inboxによる整理手法
カレンダ情報のレビューを支援する方法として，Inbox

による整理手法を提案する．Inboxは，カレンダのビュー

Inbox 

出Ḟ確認             11/1 

ᛀ年会通知         12/3 

店䛾予約             11/6 

会場準備            12/21 

ᛀ年会               12/21 

図 7 Inbox でのタスク表示

とは異なる方法でタスクを表示する．具体的には，期間を
限定せずにカレンダに登録済みのタスクを一覧表示し，目
的に応じて，タスクの発生日時順，カレンダへの登録順な
どを選択できるようにする．また，カレンダに登録済みの
タスクを一覧表示する際に整理されていない（整理済みで
ない）タスクのみを表示する．Inboxによる整理手法では，
以下のように，3.4節で述べた問題に対処している．
( 1 ) 期間にしばられず，タスクを確認できる
( 2 ) 整理済みでないタスクを対象とすることでレビューの
完了が分かりやすい
図 7 に Inbox でのタスク表示の例を示す．図 7 では，

Inboxに「出欠確認」，「店の予約」，「忘年会通知」，「会場
準備」，及び「忘年会」の 5つのタスクを表示している．期
間にしばられずタスクを表示することで，11月のタスクで
ある「出欠確認」，「店の予約」と 12月のタスクである「忘
年会通知」，「会場準備」，及び「忘年会」を一度に確認でき
る．また，整理済みでないタスクのみを表示することで，
「出欠確認」，「店の予約」，「忘年会通知」，「会場準備」，及
び「忘年会」が整理済みでないタスクであると認識でき，
整理済みでないタスクのみを対象にできる．

Inboxによる整理手法の整理手順について述べる．Inbox

による整理手法では，Inbox内のタスクを適切なリカーレ
ンスとミッションに分類することで，リカーレンスとミッ
ションを作成し，整理を行う．Inboxには，整理済みでな
いタスクのみを表示するため，整理済みでないタスクのみ
を対象にできる．分類の選択肢として，どのリカーレンス
の要素でもない，どのミッションの要素でもない「その他」
という選択肢を用意する．これにより，周期的に発生しな
い単発のタスク，関連するタスクがない単独のタスクを分
類でき，これらのタスクに整理済みという情報を与えるこ
とができる．Inbox内のすべてのタスクを分類し終えると
Inboxは空になる．これは，整理作業が終わり，レビュー
が完了したことを示す．この分類作業を定期的に行うこと
で，カレンダ情報を整理でき，リカーレンス，ミッション
を作成できる．
以降では，Inboxを用いて，リカーレンスとミッション
を作成する方法について，詳しく述べる．
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図 8 Inbox によるリカーレンスの作成

4.3 Inboxによるリカーレンスの作成
Inbox によるリカーレンスの作成について述べる．リ
カーレンス作成の際，Inboxには周期性が付与されていな
いタスク，つまりリカーレンスに関して整理済みでないタ
スクのみを表示する．また，Inbox内のタスクを発生日時
が新しい順に表示する．Inboxの隣には，既存のリカーレ
ンス一覧を表示する．これにより，リカーレンス作成の際
に，既存のリカーレンスを確認できる．

Inboxを用いてリカーレンスを作成する際は，Inbox内の
タスクを上から順に適切なリカーレンスに分類する．Inbox

内のタスクは，整理済みでないタスクであり，以下の 3つ
のどれかである．
( 1 ) 対応するリカーレンスがあるが，その要素となってい
ないタスク

( 2 ) 対応するリカーレンスが作成されていないタスク
( 3 ) 周期的に発生しない単発のタスク
（1）の場合，対応するリカーレンスはすでに存在して
いるため，対応するリカーレンスの要素として分類する．
（2）の場合，新たにリカーレンスを作成し，そのリカーレ
ンスの要素として分類する．（3）の場合，どのリカーレン
スの要素でもないため，その他に分類する．
図 8に，Inboxによるリカーレンスの作成の例を示す．
既存のリカーレンスとして，「会議」，「忘年会」があり，周
期的に発生しない単発のタスクを分類するために「その他」
がある．また，Inbox内に，「第 3回会議」，「第 2回ミー
ティング」，「第 1回ミーティング」，及び「講演会」が発
生日時が新しい順に表示されている．Inbox内のタスクを
上から順にリカーレンスに分類する．まず，「第 3回会議」
は，リカーレンス「会議」の要素であるため，リカーレンス
「会議」に分類する．「第 2回ミーティング」，「第 1回ミー
ティング」は周期的に発生するタスクである．対応するリ
カーレンスは存在しないため，リカーレンス「ミーティン
グ」を新たに作成し，これらのタスクを分類する．「講演
会」は，周期的に発生しない単発のタスクであるため，「そ
の他」に分類する．Inbox内のタスクをすべて分類し終え
ると Inboxは空になり，リカーレンスに関してレビューが
完了したことになる．
この方法を用いることで，カレンダに登録済みのタスク
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図 9 Inbox によるミッションの作成

に対して，後からリカーレンスを作成でき，リカーレンス
の作成を支援できる．

4.4 Inboxによるミッションの作成
Inbox によるミッションの作成について述べる．ミッ
ションの作成の際，Inboxには関連性が付与されていない
タスク，つまりミッションに関して整理済みでないタス
クのみを表示する．また，Inbox内のタスクを登録日時の
新しいもの順に表示する．これは，関連して発生する作業
は，近い時刻に登録されることがあるためである．Inbox

の隣には，既存のミッション一覧を表示する．これにより，
ミッション作成の際に，既存のミッションを確認できる．

Inboxを用いてミッションを作成する際は，Inbox内の
タスクを上から順に適切なミッションに分類する．Inbox

内のタスクは，整理済みでないタスクであり，以下の 3つ
のどれかである．
( 1 ) 対応するミッションがあるが，その要素となっていな
いタスク

( 2 ) 対応するミッションが作成されていないタスク
( 3 ) 関連するタスクがない単独のタスク
（1）の場合，対応するミッションはすでに存在している
ため，対応するミッションの要素として分類する．（2）の
場合，新たにミッションを作成し，そのミッションの要素
として分類する．（3）の場合，どのミッションの要素でも
ないため，その他に分類する．
図 9に Inboxによるミッションの作成の例を示す．既存
のミッションとして，「忘年会関連の仕事」，「第 1回会議関
連の仕事」があり，関連するタスクがない単独のタスクを
分類するために「その他」がある．また，Inboxには，「忘
年会」，「会議通知」，「会場準備」，「第 2回会議」，「議事録
送付」，及び「講演会」が登録日時が新しい順に表示されて
いる．Inboxの中のタスクを上から順にミッションに分類
する．まず，「忘年会」は，ミッション「忘年会関連の仕
事」の要素であるため，ミッション「忘年会関連の仕事」
に分類する．「会議通知」，「会場準備」，「第 2回会議」，及
び「議事録送付」は，関連して発生するタスクである．対
応するミッションは存在しないため，ミッション「第 2回
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会議関連の仕事」を新たに作成し，これらのタスクを分類
する．「講演会」は，関連するタスクがない単独のタスクで
あるため，「その他」に分類する．Inbox内のタスクをすべ
て分類し終えると Inboxは空になり，ミッションに関して
レビューが完了したことになる．
この方法を用いることで，カレンダに登録済みのタスク
に対して，後からミッションを作成でき，ミッションの作
成を支援できる．

5. おわりに
作業発生の規則性を扱うカレンダシステムの課題とし
て，リカーレンスとミッションの状態を確認する機能の実
現，他のシステムとの連携，及びリカーレンスとミッショ
ンの作成支援の 3つについて述べた．また，これらの課題
が解決された場合の提案システムの有用性を示した．本稿
では，これら 3 つの課題の内，リカーレンスとミッショ
ンの作成支援に対処した．まず，既存のカレンダインタ
フェースを用いたリカーレンスとミッションの作成手順に
ついて述べ，その問題点を指摘した．具体的には，タスク
の表示範囲と順序が日付に依存する，整理済みとそうでな
いタスクを区別できないという 2つについて述べた．さら
に，これらの問題点に対処する方法として，Inboxによる
整理手法を提案した．Inboxによる整理手法では，発生日
時に依存しない方法でタスクを一覧表示したり，整理され
ていないタスクのみを表示したりすることで，リカーレン
スとミッションの作成を支援できることを示した．
残された課題として，リカーレンスとミッションの状態
を確認する機能の実現と他のシステムとの連携の 2 つが
ある．
謝辞 本研究の一部は，NTTサービスエボリューショ
ン研究所の提供する研究設備，回線を活用した．ここに記
して謝意を示す．
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